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議会運営委員会 
 

日 時   平成３０年１１月１９日（月） 午前１０時～ 

場 所   第３委員会室 

 

１ 平成３０年亀岡市議会定例会１２月議会について 

  (1) 議案送付 １１月１９日（月） 

  (2) 再  開 １１月２６日（月） 

 

２ 議案の概要説明について 

  (1) 概要………別添 

 

３ １２月議会日程（案）について【別紙№１】 

  (1) 一般質問通告期限……１１月２６日（月）正午 

○一般質問順序  ①公明党 ②新清流会 ③緑風会 ④共産党 

  (2) 請願書提出期限………１１月２６日（月）午後５時 

  (3) 質疑通告期限…………１２月 ４日（火）本会議終了時 

  (4) 意見書等提出期限……１２月１２日（水）午前１０時 

  (5) 討論通告期限…………１２月１３日（木）午後４時 

○市民憲章唱和…………１２月 ４日（火）午前９時５０分～ 

※唱和代表 西口議員 

 

４ 議事日程（１１月２６日）について 

   諸報告（地方自治法第１８０条、決議の対応等報告、監査、理事者出席要求） 

   第１ 会議録署名議員指名（小島議員、木曽議員） 

   第２ 第１号議案から第１８号議案（提案理由説明） 

 

５ 一般質問について 

(1)通告書 

〇事務局へメール送信 
(2)質問時間 答弁を含め１人４５分 

   (3)会派内質問順序 ※１１月２８日（水）までに事務局へ 
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６ 陳情・要望について 

(1)平成３１年度理科教育設備整備費等補助金予算増額計上についてのお願い 

【別紙№２】 

(2)地方消費者行政に対する財政支援の継続・強化を求める意見書について 

【別紙№３】 

 

７ 議員提案議案について 

  (1)議会基本条例の一部改正（議会運営委員会・基本条例検証）【別紙№４】 

  (2)政務活動費の交付に関する条例【別紙№５】 

(3)子どもの権利条例（環境厚生常任委員会） 

 

８ 特別委員会について 

   ○活動の報告 

・公共交通対策特別委員会 

・桂川・支川対策特別委員会 

・京都スタジアム（仮称）検討特別委員会 

 

９ その他 

○写真撮影許可申請（市政記者クラブ、秘書広報課） 

○会議録検索システムのスマートデバイス対応 

○本日（１１月１９日）の会議予定 

 午後～  会派会議 

 午後３時 全員協議会（財政状況報告） 

終了後～ 広報広聴会議、広報部会 

   ○今週の委員会予定 

・総務文教常任委員会（月例） 

１１月２１日（水）午前１０時 

・京都スタジアム（仮称）検討特別委員会（現地視察） 

１１月２２日（木）午後１時３０分（正面玄関出発） 

   ○次回の議会運営委員会 

    ・議会運営委員会（基本条例検証）１１月２９日（木）午前１０時 

    ・議会運営委員会（１２月議会） １２月４日（火）本会議 一般質問終了後 

※上記に係る事前調整（正副議長、正副委員長）１２月３日（月）午後２時 

 



議会期間：１９日間

日 曜日 日　　　　　　　程 備　　考

10:00 ～　市長・議長議案調整 議案の概要

11:00 ～　議運事前調整　　13:30 ～　公共交通対策特別委員会

17 土
18 日

＜議案送付 概要説明＞

10:00 ～　議会運営委員会（市長出席）・幹事会 議案の概要

午後　　　会派会議　　　　　15:00 ～　全員協議会 議案

終了後～　広報広聴会議、広報部会

20 火

21 水 10:00 ～　総務文教常任委員会（月例）

22 木 13:30 ～　京都スタジアム（仮称）検討特別委員会（現地視察）

23 金 （勤労感謝の日）

24 土

25 日

10:00 ～　【再開、諸報告、会議録署名議員、提案理由】

＜12:00 一般質問通告期限＞　＜17:00 請願書提出期限＞

27 火

28 水 13:30 ～　環境厚生常任委員会（月例）

29 木 10:00 ～　議会運営委員会（基本条例検証） ※議員団研修15:00～

30 金 13:30 ～　環境厚生常任委員会（月例）

12/1 土

2 日

13:00 ～　市長・議長議案調整　 議案の概要（追加）

14:00 ～　議運事前調整　

10:00 ～　【一般質問】　　 　 ＜本会議終了時 質疑通告期限＞議事日程

本会議終了後　議会運営委員会・幹事会
議案の概要（追加）、
議案、付託表、請願文
書表

5 水 10:00 ～　【一般質問】　　 議事日程

6 木 10:00 ～　【一般質問、提案理由、質疑、付託】 議事日程、提案理由

7 金 10:00 ～　総務文教常任委員会（予定）

8 土

9 日

10 月 10:00 ～　環境厚生常任委員会（予定）

11 火 10:00 ～　産業建設常任委員会（予定）

12 水 （委員会予備日）　　　　　　　 　＜10:00 意見書案提出期限＞

11:00 ～  市長・議長議案調整（人事議案）

13:00 ～  議運事前調整

14:00 ～  幹事会、議会運営委員会 人事議案、意見書案

　　　　　会派会議

＜16:00 討論通告期限＞

10:00 ～  各常任委員会(委員長報告の確認)

　　　 　 議運事前調整

　　　 　 議会運営委員会（幹事会）、会派会議

午後   　【委員長報告～採決、人事議案、休会】

【 】内は本会議

11/16 金

平成３０年亀岡市議会定例会 １２月議会日程（案）

19 月

26 月
議事日程、監査、出席
要求、提案理由

金
議事日程、意見書案、
審査報告

3 月

4 火

14

13 木





















 

亀岡市議会基本条例(平成22年亀岡市条例第18号)新旧対照表 

現行 改正後（案） 

憲法は、地方自治のあり方を定め、地方自治法によって地方公共団体

の役割が定められている。地方自治は、地域のことを市民自らが考え、

決定し、実行することにその精神がある。 

憲法は、地方自治のあり方を定め、地方自治法によって地方公共団体

の役割が定められている。地方自治は、地域のことを市民自らが考え、

決定し、実行することにその精神がある。 

市民の直接選挙により選ばれた議員で構成する市の最高意思決定機関

である議会は、市長その他の執行機関(以下「市長等」という。)との緊張

ある関係を保ちながら、立場及び権能の違いを踏まえて、二元代表制の

もと、市政に対する市民の負託に応える責務を有している。 

市民の直接選挙により選ばれた議員で構成する市の最高意思決定機関

である議会は、市長その他の執行機関(以下「市長等」という。)との緊張

ある関係を保ちながら、立場及び権能の違いを踏まえて、二元代表制の

もと、市政に対する市民の負託に応える責務を有している。 

議会の役割は、地方公共団体の事務執行に対する監視機能及び立法機

能にあり、地方自治の本旨を実現するため、その機能を十分発揮しなけ

ればならない。 

議会の役割は、地方公共団体の事務執行に対する監視機能及び立法機

能にあり、地方自治の本旨を実現するため、その機能を十分発揮しなけ

ればならない。 

今後さらに地方分権の加速、拡大が予想される中、地方議会もその果

たすべき役割、重要性が増すことは明らかである。亀岡市議会では、議

会としての役割を最大限に果たすため、自ら改革し活性化に努めてきた。 

今後さらに地方分権の加速、拡大が予想される中、地方議会もその果

たすべき役割、重要性が増すことは明らかである。亀岡市議会では、議

会としての役割を最大限に果たすため、自ら改革し活性化に努めてきた。 

亀岡市議会は、市民の意思を代弁する合議制機関として、自ら公平性

と透明性を保持するとともに、豊かな水と緑、先人が作り上げてきた悠

久の歴史・伝統・文化を次代に引き継ぎ、市民参加と協働のもと、光り

輝く未来につながるまちづくりを推進し、市民福祉の向上に全力を尽く

すことを決意し、議会の最高規範としてこの条例を制定する。 

亀岡市議会は、市民の意思を代弁する合議制機関として、自ら公平性

と透明性を保持するとともに、豊かな水と緑、先人が作り上げてきた悠

久の歴史・伝統・文化を次代に引き継ぎ、市民参加と協働のもと、光り

輝く未来につながるまちづくりを推進し、市民福祉の増進に全力を尽く

すことを決意し、議会の最高規範としてこの条例を制定する。 

(目的) (目的) 

第1条 この条例は、議会及び議員に係る基本事項を定め、市民の信頼に 第1条 この条例は、議会及び議員に係る基本事項を定め、市民の信頼に



 

応える責任ある活動により亀岡のまちづくりを推進し、市民福祉の向

上に寄与することを目的とする。 
応える責任ある活動により亀岡のまちづくりを推進し、市民福祉の増

進に寄与することを目的とする。 

(議員の活動原則) (議員の活動原則) 

第4条 議員は、次の各号に掲げる原則に基づき、活動しなければならな

い。 
第4条 議員は、次の各号に掲げる原則に基づき、活動しなければならな

い。 

(1) 議会が言論の場であることを認識し、議員間の自由な討議を尊重

すること。 
(1) 議会が言論の場であることを認識し、議員間の自由な討議を尊重

すること。 

(2) 市政の課題全般について、市民の意見を的確に把握するとともに、

自らの資質の向上に努め、市民の代表としてふさわしい活動を行う

こと。 

(2) 市政の課題全般について、市民の意見を的確に把握するとともに、

自らの資質の向上に努め、市民の代表としてふさわしい活動を行う

こと。 

(3) 議会の構成員として、一部の団体又は地域等に偏ることなく、市

民全体の福祉の向上を目指して活動すること。 
(3) 議会の構成員として、一部の団体又は地域等に偏ることなく、市

民全体の福祉の増進を目指して活動すること。 

(議会報告会等) (議会報告会等) 

第7条 議会は、議会の説明責任を果たすとともに、市民の意見を議会活

動に反映させるため、議会報告会を毎年開催するものとする。 
第7条 議会は、議会の説明責任を果たすとともに、市民の意見を議会活

動に反映させるため、議会報告会を行うものとする。 

2 議会は、議会の政策形成等に関して、市民との意見交換の場を多様に

設けるものとする。 
2 議会は、議会の政策形成等に関して、市民との意見交換の場を多様に

設けるものとする。 

(政策執行に対する議会の評価) (政策執行に対する議会の評価) 

第10条 議会は、市長等が行う政策について、市民福祉向上の観点から

不断に点検するとともに、その有効性及び効率性等について評価しな

ければならない。 

第10条 議会は、市長等が行う政策について、市民福祉増進の観点から

不断に点検するとともに、その有効性及び効率性等について評価しな

ければならない。 

 



 

亀岡市議会政務活動費の交付に関する条例(平成25年亀岡市条例第2号)新旧対照表 

現行 改正後（案） 

(政務活動費を充てることができる経費の範囲) (政務活動費を充てることができる経費の範囲) 

第5条 政務活動費は、会派が行う調査研究、研修、広報、広聴、住民相

談、要請、陳情、各種会議への参加等市政の課題及び住民の意思を把

握し、市政に反映させる活動その他住民福祉の向上を図るために必要

な活動(次項において「政務活動」という。)に要する経費に対して交付

する。 

第5条 政務活動費は、会派が行う調査研究、研修、広報、広聴、住民相

談、要請、陳情、各種会議への参加等市政の課題及び住民の意思を把

握し、市政に反映させる活動その他住民福祉の増進を図るために必要

な活動(次項において「政務活動」という。)に要する経費に対して交付

する。 

2 政務活動費は、別表で定める政務活動に要する経費に充てることがで

きるものとする。 
2 政務活動費は、別表で定める政務活動に要する経費に充てることがで

きるものとする。 

  


